
学校だより１０月号                           平成３０年１０月１日  

      欅(けやき)欅流山市立常盤松中学校 

新たな一歩を踏み出す 

       「夢・思いやり・たくましさ」 

      ～ 校 訓：全力投球 ～ 

  

平成３０年度の体育祭は、前日まで降り続いた雨の影響でグランドコンディションが悪く１日

順延となりました。しかし、翌日の２３日(日曜日)は天候も回復、青空が見える中で実施するこ

とができました。青空の中で体育祭が行われたことが、数年ぶりということで生徒も保護者も

職員も予想以上に喜んでいたことにうれしくなりました。 

 第５７回常盤松中学校体育祭はスローガン「疾風怒濤 ～熱き闘志のその先へ～」を掲げ、

生徒会、応援団が中心になり全校生徒が一致団結して練習や係活動等への取り組みが進められ

ていました。今年も早朝から紅白の応援団が、３年生を中心に工夫ある応援を創り上げ、頑張

っていました。応援団の生徒が大きな声で元気よく、挨拶をする。生徒の様々な活動は、活力

と活気に満ちあふれるものでした。毎朝、体育祭実行委員会が開かれ、１日の活動の流れや練

習時の注意点等を確認し、代表がその内容を伝える。体育祭を通して生徒は社会に出て役立つ

ものをたくさん経験、体験しており、中学校における学校行事は社会人としての基礎を多く学

ぶことができる取り組みだと改めて感じました。 

 今年度の体育祭スローガンには２つ思いが込められていました。そのひとつは「紅白共に素

晴らしい闘いをしたい」、もうひとつは「熱き闘志のその先にある絆や感動を体育祭を通して

実感したい」でした。当日は、その思いを十分に満足させる内容で総合優勝も９点差、応援賞

も小差で赤組がダブル優勝となりました。互いに全力投球で競い合い、演技を組み立て、見て

いる方々に多くの感動を与えることができました。全ての競技・演技が終わり、学習委員長の

秋元君の「みんな！のってるか」の一言に見せた笑顔！そして生徒会長の片岡君が「みんなが

楽しめた体育祭は大成功です」と話していたあの瞬間に見せた様々な表情、そして涙が今年の

体育祭が全校生徒の心にしっかり絆や感動を残してくれました。流山市立常盤松中学校は「素

晴らしい生徒が育ち、そして未来に羽ばたく」学校であり、自慢のできる学校であると私は心

から皆さんにお伝えしたい。 

 また、ここまでの活動を支えてくださった保護者の皆様、地域の皆様、本校に関わってくだ

さった多く皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 今後も全校生徒と職員が力を合わせ、「夢・思いやり・たくましさ」を育む教育を実践し、

皆様から愛される学校づくりに全力投球していきます。１０月２７日(土曜日)常盤祭が行われま

す。全校生徒は再び全力で取り組んでくれると思います。常盤祭当日、その姿をご覧いただき

、常盤松中学校を更に応援していただきたいと思います。楽しみに待っていてください。 

                              校長 澤 出 敏 光 

 

１０月の主な行事について（予定） 
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＊完全下校 17:15（～10/５） 

3年確認テスト 

全校委員会 

集金日、葛北駅伝大会 

バレーボール元日本代表 山本選手講演会 

葛北新人大会（ｻｯｶｰ、ﾊﾞｽｹ、ﾊﾞﾚｰ、男女ﾃﾆｽ、剣道） 

葛北新人大会（ｻｯｶｰ、ﾊﾞｽｹ、ﾊﾞﾚｰ、女子ﾃﾆｽ、剣道） 

体育の日 部活動停止期間(～1２日朝) 

＊完全下校 17:00（～10/19） 

中間テスト①、進路保護者会 

中間テスト② 

葛北新人大会（サッカー） 
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葛北新人大会（サッカー） 

吹奏楽部 駒木台祭演奏 

英語学力状況調査 

市内音楽発表会 

ボッチャ日本代表村上コーチ 講演会 

漢字検定 

東葛駅伝大会 

東葛駅伝代休 

＊完全下校 16:45（10/2３～11/２） 

常盤祭優先期間（～27日） 

常盤祭 

常盤祭代休 

 

第５７回 体育祭「疾風怒濤」～熱き闘志のその先へ～ 
  ９月２３日（日）青空の下、第５７回体育祭が開催されました。この日を迎えるまで約 1 週間、生徒たちは準備や

練習に全力投球で取り組みました。特に各色の応援練習では、３年生を中心に組織的、計画的な練習が行われ、生徒

たちの元気の良い声が校舎中に響き渡っていました。そして、２３日（日）当日は、最高の状態で体育祭を迎えるこ

とが出来ました。今年も生徒たちは競技に、演技に全力投球で取り組んでくれました。勝負は得点争いで優位に立っ

た赤組を、白組が必死に追いかけるという目の離せない展開となりました。そして、応援合戦は大接戦で、僅差の勝

負に持ち込まれました。最終的に総合優勝は赤組、そして互いに死力を尽くして臨んだ応援賞争いは、赤組がＷ受賞

という結果となりました。最後は両組が一つになっての全校応援「明日へのエール」、そして全校生徒による「校歌斉

唱」で今年の体育祭は幕を閉じました。   

また、今年も係生徒の頑張りが体育祭を支えました。スローガン作成、出発や招集・誘導、決勝審判、得点掲示、

放送、用具、記録、救護…。どの生徒も精一杯自分の役割に打ち込んでくれました。常中生全員の底力を見せてくれ

た体育祭になったことは間違いありません。体育祭は、「疾風怒濤」～熱き闘志のその先へ～のスローガンの下、生徒

たちにとっても一生心に残る「最高の体育祭」になったことでしょう。なお当日は、大変多くの保護者、地域の皆様

方にご参観いただきました。生徒たちにとって何よりの励みとなり、また、大きな力となりました。本当にありがと

うございました！！  

赤組応援団長 伊島彩乃 

 中学校生活最後の体育祭はW優勝という最高の結果で終えることができました。応援団だけではなく、赤組の仲

間や多くの先生方の支えがあっての結果です。本当に感謝しています。３年生が１クラス少なかった分、何事にも

本気で取り組んだ３－３のメンバーを誇りに思います。そして、練習から良い雰囲気だったので自信を持って体育

祭に臨むことができました。悔しい場面もありましたが、今までで一番楽しくて思い出に残る体育祭でした。 

 

赤組応援団長 牧野航大 

 応援練習では、個人の意識に差があり、本番で良い応援ができるか心配でした。しかし、本番は今までにない応

援ができ、応援賞をとることができてとても嬉しかったです。また、赤も白も本番に向けて少しずつ意識を高め、

全力で競技に取り組めたので良かったです。体育祭のために、水抜きや準備などをして下さった方々、ありがとう

ございました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１年生「男女団体：常中タイフーン」    ●２年生「男女団体：One,Two,Three,Go,Rock!!」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●３年生「開会式・騎馬戦・徒競走・棒引き・綱引き」 

     

   

 ～葛北英語発表会～ 
９月２２日（金） 葛北英語発表会が興風会館で行われました。本校からは、３年生：深瀬さん、本宮さん、２年

生：松田さん、１年生：金野さんが出場しました。結果は、本宮さんが３年暗唱の部で第２位、松田さんが２年暗唱

の部で第２位でした。深瀬さんと金野さんも精一杯頑張りました。 常盤祭でスピーチをする予定となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～市内ＰＴＡバレー大会優勝～ おめでとうございます！ 

 ９月４日(火) 平成３０年度第４１回流山市ＰＴＡバレーボール大会が行われました。１回戦、２回戦と２－０

で勝ち進み、決勝戦は八木中と対戦しました。１セット先制されたものの、息の合ったチームワーク、粘り強いプレ

ーで見事逆転し、優勝に輝きました。おめでとうございます！！ 

激戦を戦い抜き、仲閒と共に諦めない姿は感動でした。次は１０月１１日、松戸市運動公園体育館で東葛飾地区予

選大会に出場します。1 回戦は柏の風早中です。応援いただけますようお願い申し上げます。尚 トロフィーを職員

玄関に飾っています。 

               

白組応援団長 加藤健志郎 

 今回の体育祭では、自分が経験してきた中で一番悔しいものでしたが、最高のものになったと思いました。なぜ

なら、自分が白組をまとめる団長となり、体育祭をより良いものにするため、仲間達と試行錯誤しながら行事を成

功させることができたからです。また、一人ひとりが本気で体育祭に取り組むことができました。これからも応援

団になった人達が中心となって常中を支え、どんな行事もリードできるようにしていきたいです。 

 

 

    

 

 

白組応援団長 浅野真和 

 今回の体育祭は、今までで一番楽しい体育祭でした。赤組にW優勝をとられてしまい悔しかったけれど、最終的

には赤白共に笑顔で終われたので良かったです。白組の目標であった「本気（バカ）になる」は、白組全員が達成

できました。また、全員が応援に必死に取り組むことができてとても良かったです。解散式では、白組３年応援団

が想いを伝え、最後の最後は笑顔で終わり、最高の思い出になりました。白組の応援団長になれて良かったです。 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

   


